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西部ブロック「特別支援学級・通級指導教室交歓会」 

 先週 27 日（木）に，長崎市民 

会館体育館で市内西部ブロック 

12 校の小学校から集まった子ど 

もたちが，様々な種目にチャレ 

ンジして交流を深めました。 

 本校からも 16 名の子どもた 

ちが参加し，どの子も最後まで 

がんばることができました。 

 きちんと並んで開会式・閉会式に参加する，競技の途中であきらめることなくやり遂げる，友

達をしっかりと応援するなど，大きな成長を感じる姿を見ることができました。 

 保護者の皆様には，送迎や励まし，応援などお世話になりました。ありがとうございました。 

 

【職員の退職のお知らせ】 
 「さくら学級」の担任で，育児休業中だった本田千恵教諭が，10 月 31 日をもって一身上の都

合により退職することになりましたのでお知らせいたします。 

 本田先生は，本校に 2 年 7 か月お勤めいただいたことになります。ありがとうございました。

城山小学校みんなで，今後の御健勝と御活躍を祈りたいと思います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面へ続く→ 

「危機に直面する子どもたち」 ～今こそ私たちの出番～」 （その 5－①） 
５ 「愛着」を求め続ける子どもたち 
 (1) 「愛着」とは？ 
  子どもは，触れて欲しい，抱っこして欲しい，愛して欲しいという欲求をもっている。これらの欲求に愛情ある抱
っこで応えてあげると，子どもは安心し，自分が価値ある大切な存在だと思えるようになり，抱っこしてくれる親を
信頼できるようになる。それは成長後，心の根っこにある安心感・自分への確かな存在感や重要感，他者への信頼感
へと育っていく。 

  小さい頃に愛情ある抱っこをたくさん経験した子どもは，成長してからも情緒が安定し，豊かな人間関係を築くこ
とができる。 

  ① エリクソン･･･子どもは大人からありのままに受け入れられると，人を好きになり進んで他者と関わりをもつ
ようになる。自発的な行動を周囲が受容すれば，さらに他者への信頼感は深まり，家庭・学校などで「信頼と安
定と自発性」が連続的に展開され，積極的に成長していく。 

  ② 岡田尊司「愛着障害」より･･･人間が幸福に生きていくうえで最も大切なものは，安定した「愛着」である。
愛着とは，人と人との絆を結ぶ能力であり，人格の土台を形づくっている。安定した愛着が形成された人は，対
人関係においても，仕事においても，高い適応力を示す。人とうまくやっていくだけでなく，深い信頼関係を築
き，不要な衝突や孤立を避けることができる。困ったときは助けを求め，自分の身を上手に守ることでストレス
や鬱になることも少ない。人に受け入れられ，人を受け入れて成功のチャンスをつかむ。 

 (2) 信頼できる大人に出会ってさえいれば 
  ① 自立支援施設の子どもの言葉･･･相手が傷つく言葉をわざわざ選んで浴びせ，私のことで思い悩み泣いている

先生は何人もいた。私は背を向けてばかりだった。精神的に弱い私は，崩れると何度も何度も左手を切った。6
年間，同じ道を行ったり来たりして涙と血を流し続けてきた。最近やっと自傷行為をしなくなってきた。それは
「夢」ができたからだ。本気でなりたいものが見つかったからだ。それは，養護施設の先生である。これまでし
てきたことが馬鹿らしくなり，過去の過ちを振り返り，多くの人の愛情に気づかなかった後悔と申し訳なさで胸
がいっぱいである。 

  ② 自立支援施設長の言葉･･･大人たちに裏切られて，信じるものを失った子どもたちは，しっかり向き合って立
ち直らせてくれる献身的な職員に出会って，もう一度大人を信じて生きていこうとします。年齢を御破算にして，
本当に理解できるところからやり直していくのです。 

終わってからみんなで  

しろやま 

王様じゃんけん  ↓  

玉入れ  ↑  

大すき 



                   「読書週間」  10/27～11/9 
            この期間は，第 76 回読書週間です。 

            今年の標語は「この一冊に，ありがとう」となっています。 

標語の作者のことばとして，次のような紹介がありました。「読書で 

心が震える体験は，何物にも代え難い奇跡のようなものだと思います。 

そして，自分の未来にはそんな奇跡がまだまだたくさん待っているとい 

う妙な確信もあります。本に関わっているすべての人に感謝を伝えたい 

です」 

 1 冊の本との出会いは，確かに“奇跡”と言えるかもしれません。そ 

んな本が，学校の図書室で皆さんが手にしてくれるのを待っています。 

学校でもこの期間，図書委員会や司書の先生が様々なイベントを提供 

しています。【読書の秋】本番，子どもたちが多くの本に触れ，いろい 

ろな世界に興味をもってくれたらうれしいです。 

 

 １１月の詩  

 昨日で 10 月が終わり，2 学期も折り返しを迎えました。各学年で，実りの秋が深まっているよ

うで，うれしく思っています。秋も深まり，朝夕は寒く感じることもあります。季節の変わり目

で，体調を崩しやすい時期です。基本的なコロナウイルス感染症対策も継続していく必要があり

ます。各家庭での子どもたちの健康管理等，引き続きよろしくお願いします。 

 さて，10 月の詩の検定結果をお知らせします。 

 10 月の合格率は，【７７％】で，今年度の最高記録となりました。前月が 58％でしたから，大きな

進歩です。ほぼ全員が合格する学級もいくつか出ており，子どもたちのがんばりを喜んでいます。

今月は，今年度初めてチャレンジに来た人もおり，これも，とてもうれしかったことです。 

 昨年度の結果を含めると，83％（令和 3 年 6 月）という記録が最高です。「今年度のうちに，

この記録を破ることができればいいなあ」と期待するとともに楽しみにしているところです。 

 

 11 月の課題は，以下のとおりです。今月も，たくさんの子どもたちのチャレンジを待っていま

す！ 1 年生は今月，6 月の詩（寿限無じゅげむ）にも挑戦できます。かわいい「寿限無 寿限無…」

楽しみです！！ 御家庭での声かけや励まし，よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちは，一人一人が“きらりと輝くもの”をもっています。子どもたちには，自分自身

の良さに気付き，目を向けてほしいし，私たちもそれを伸ばしていけるように，しっかりと寄り

添っていきたいと思います。 

〔あはは運動〕 「あいさつ・へんじ げんきよく！」「はやね・はやおき・あさごはん！」「はきものそろえ いいきもち！」 


